
あいず

夜間 緑色灯を高くあげて円形に動かす。車掌が出発合図を

行うときには，同時に手笛を吹鳴する。

2 出発指示合図

昼間 片腕を償に水平に延ばす。

夜間 緑色灯を高くあげる。

3 気笛合図

( 1 ) 迷転を開始するとき，隊道(ずいどう)， 雪おおい，散火

四，長い橋梁(きょうりょう)に近づいたとき，その他注意を促

すとき。適度気筒 1 声

声

(2) 交通のひん繁な踏切道に近づいたとき。長緩気笛 1 声

(3) 操車掛を呼び寄せるとき。 適度気笛 2 声

(4) 誘導掛または炭水手を呼ひ.寄せるとき。適度気笛 3 戸

(5) 保線係員または電気係員を呼び寄せるとき。長緩気笛数

(6) 危険を望書告するとき。短急気筒数戸

(7) 非常事故の生じたとき。短急気筒数声と長緩気筒 1 [l� 

(8) 列車防護を促すとき。短急気筒 1 芦と長緩気筒 l 声 と短

急気筒 1 声

(9) 列車防護を解除するとき。長緩気筒 1 芦 と短急気筒 l

声

(10) 織関車を 2 両以上連結した列車または車阿が退行運転を

開始するとき。短急気笛 2 声と適度気笛 1 声

(11) 機関車を 2 雨以上連結した列車または車両が巡転の途中

で桁行運転に移るとき。適度気笛 1 声 と短急気筒 2 声

(12) 織関車を 2 両以上連結した列車または車両が運転の途中

で力行巡転を始めるとき。j;ft急気筒 1 f~ 

4 推進運転合図

「滝誠司昼 !日l 夜 IUJ 

前途に支障なし | 緑色旗を表示する. I 緑色灯を表示する.

停止せよ | 赤色依を表示する. I 赤色灯を表示する.

5 代用手信号現示合図

l話荷主主ミ| 昼 |間 夜 |悶

進行信号を現示せ | 緑色旗をゆるやかに上 | 緑色灯をゆるやかに上
よ | 下に動かす。 I 下に動かす.

停止信号を説示せ | 赤色肢をゆるやかに左 | 赤色灯をゆるやかに左
よ i 右に動かす。 1:布にiJlIJ由、す.

6 停止位置指示合図

昼間 白色欽を左右に動かして，列車が相当の距離に達した

とき ， これを高くあげる。

夜間 白色灯を左右に動かして，列車が相当の距離に迷 した

とき ， これを高 く あげる。

7 jtJJ励試験合図

ぬヰ竺三 昼 l百I 夜 間1

制動機を緊締せよ 片腕動を高 く あげて円形 白色灯を高く あげて円
にかす. 形に動かす.

剣動慢を緩解せよ 片腕を高 くあげて左右 白色灯動を布す く あげて左
に動かす. 右にか

制UiJlIJ試験を終了せ
り 片腕を布くあげる. 白色灯を商くあげる.

8 移動禁止合図

昼 I悶 夜 |同

赤色旗ま子こff示色円板 l
を縄出する:--"'J'C. I JWI. 1 赤色灯を縄出する.

赤色旗または赤色円板 |
を撤去する:.t.. '-'J' e:. 'J m 1 赤色灯を徹去する.

9 転鰍合図

(1) 信号掛，操車掛が行うとき。

同議ささ到 底 間 l 夜
リimi!?2 | 片…る I ~@JT~ilili <あげる

が~ìm l 片腕を左向付 | 叩を にか
転轍手

ゐ荷主主主 尽 間 夜 !問

列車または車両の
通過さしっかえな 片腕を高くあげる. 白色灯を商くあげる.
し

列過車または車両通
し終りたり

片腕を左右に動かす. 白色灯を左右に動かす.

10 入j集合区|

表 官Eζ 方 式
合図の邸~I

昼 ↑剖 夜 I剖

合図者の方 緑色旗色旗のを左右に動かす片.ただし ， 緑動 緑動か色灯す.を左右に lない ときは， 腕を左右に
へ来れ かして， これにかえてもよい.

合図者よ り 緑旗色肱を上下に動かす.ただし， 緑動
緑動色か灯すを. 上下に色 のない ときは，片腕を上下に

去れ かしてこれにかえてもよい.

上旗下または左おに動かしている緑色だ 上下または左右

速度を節n司 を緑大右き旗動く 上下に l 回動かす た に動かしている
L , 色 のない ときは，上下また 緑下色灯を大動きくせ よ は左 にかしている片腕を大き く 上す. に 1 回 か
上下に l 回動かす.

亦色M瑚れ図片国Eし上1腕をを税合依にますをよ園勤た頭る勺り者は園て脅上去の片たにれしし方手合動1つにへにつ悶かのし寒持者合しL 。たま ま ζ れを 合図者の方1 
へ より去れ 主1品悶よま主をりfJ2去す2EれるL へ僅少の進退 の来合 成のないと

をせよ
腕きLは つつ，他の のれ合者 合1 で ;lil または
合 図をする.

赤色1i1tを表き訴する。腕ただし，赤げ色紙 赤色灯を表示す
停止せ よ のないとは，丙を高くあ，こ

れにかえてもよし、. る.

11 入狭通告合凶

表 万ミ 方 式
合図の極 ~j

毘 !日l 夜 IHJ 

赤手色伐と緑色紙とを絞腕っ 合図灯灯を手に持ったまま定 {立 てに持ったまま両を
白色を表示する.

垂れる.
依を宵l上に高くあげて，

赤色灯と緑す色灯とを数回述 結 水平に柄の尾端を合わせ
交互に表示 る.

る.

突 放
肢を頭上に交差して数回 赤動色灯を高くあげて門形
急激に左右に聞 く . にかす.

両腕を左右に水数平に延ば
縦白色灯波を腰動部から政上に上り本線 して右腕のみ回水平か
に形にかす.ら上に動かす.

両腕を左右に水数平水に延平ば 縦白色灯波を頭上かすら腹部に下り本線 して右腕のみ固 か
に形に動力、.

ら下に動かす.

中 線
両手を合わせたまま肱を 白色灯を横に波形に動か
頭上に垂直にあげる。 す.

1 番線
両腕を左右に水平に延ば

白色灯を左右にilllJかす.
す.

2 干存 線 左腕を垂れて，右腕を丞 白色灯を左右に動かした
直にあげる. のち， ifJiくあげる.

3 番線 両腕を垂直にあげる. 白色灯を上下に動かす.

右腕を右45皮上に延下ばし 白色灯を高 く あげて小さ
4 番線 て，す左腕を左45度に延 く横に領り動かす.

f�-t. 
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